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第 8回東海北陸 HLA研究会 

当番世話人 芳川豊史 

 （名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学） 

 

 

「第８回東海北陸HLA研究会」の開催案内 

 

ご挨拶 

この度、第 8回東海北陸HLA研究会の当番世話人を拝命し、2025年 6月 7日（土）に名古屋大学医

学部附属病院 中央診療棟 3階 講堂にて開催することとなりました。 

本研究会は、組織適合性に関する基礎・臨床研究を行い、学会発表、臨床応用、人材育成を通して、より良

い医療を達成することを目的として、2016年に森島泰雄先生と小林孝彰先生が中心となり設立されました。 

HLA は、臓器移植においては拒絶、造血幹細胞移植では拒絶と移植片対宿主病という移植後の免疫反応

において重要な役割を果たしており、年 1 回開催される本研究会は、この HLA という共通ワードのもとで移植医

療に携わる医師、研究者や検査技師などが各領域の進歩や課題を共有する貴重な機会であり、東海北陸地域

における移植医療の発展に貢献してきています。 

当番世話人は第１回を森島泰雄先生が担当され、その後は小倉靖弘先生、宮村耕一先生、西田徹也先

生など、臨床および研究で全国的にご活躍されている当地区の先生が担当され、今回の研究会でも移植医療の

道を目指している若い医師や研究者の為の教育講演・臨床と基礎の専門家による HLA に関する特別講演等を

企画いたしております。新型コロナウイルス感染症が収束してきており、今回も前回に引き続き、現地での開催を予

定いたしております。 

 是非とも多くの先生方にご参加をいただけましたら幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【開催概要】 

当番世話人：芳川豊史（名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学） 

会  期：2025年6月7日（土曜日）12：50～17：40 

会  場：名古屋大学医学部附属病院 中央診療棟 3階 講堂（愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65） 

開催方法：現地参集型 

参 加 費：1,000円 

※当日、現地参加受付において現金のみでのお支払いとなります。 

※参加受付後に参加証とプログラム・抄録集をお渡しいたします。 

※研究会終了後に懇親会を予定いたしております。 

 

第８回東海北陸 HLA研究会プログラム（2025年 4月９日版） 

 

12：50 開会挨拶 

       当番世話人 芳川豊史（名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学） 

13：00－13：40 

特別講演①（共催：MSD株式会社） 

『サイトメガロウイルス感染対策 ～造血幹細胞移植と固形臓器移植～』 

演者：神田善伸（自治医科大学血液学部門） 

13：50－14：30 

一般演題（検査・血液 4題予定） 

14：40－15：10 

教育講演①（共催：株式会社ベリタス） 

『造血細胞移植における NGS-HLA タイピングの意義』 

演者：森島聡子（一般社団法人 中部さい帯血バンク） 

15：20－16：00 

一般演題（臓器移植 ４題予定） 

16：10－16：50 

特別講演②（共催：全薬工業株式会社） 

『臓器移植における抗体関連型拒絶克服への道のり』 

演者：江川裕人（浜松労災病院） 

17：00－17：30 

教育講演②（共催：Scisco Genetics） 

『KIR アレルと HLA エプレットから考える腫瘍免疫と移植免疫』 

演者：進藤岳郎（広島大学原爆放射線医科学研究所 血液・腫瘍内科研究分野） 

17：30－17：40 閉会挨拶 

       当番世話人 芳川豊史（名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学） 

1800－1930 鶴友会館 懇親会（軽食を用意しております） 


